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論文審査の要旨（400字以内） 

 

糖尿病網膜症の進展には虚血に伴う血管新生が重要であるが、虚血後再灌流

時に生じる酸化ストレスの関与については不明である。酸化ストレス応答性

アポトーシス誘導因子 ORAIPは再灌流を受けた組織から分泌され、細胞にア

ポトーシスを導くリカンドとして発見された。本研究は糖尿病網膜症におけ

る硝子体中 ORAIP濃度および硝子体組織における ORAIPの発現と、網膜症

の重症度との関連を明らかにすることを目的としている。硝子体手術を施行

した増殖糖尿病網膜症（PDR）群 30眼、非増殖糖尿病網膜症（NPDR）群 11

眼で、硝子体中 ORAIP 濃度を ELISA 法にて測定、組織発現は免疫染色によ

って確認した。PDR群の硝子体中 ORIAP濃度は NPDR群より有意に高値で

あったが、PDR の重症度と ORAIP 濃度の間には相関を認めなかった。硝子

体組織における ORAIPの発現は PDR群で強い傾向が見られた。本研究は硝

子体中 ORAIP が組織障害に重要な役割を果たしている可能性を示唆してお

り、学位授与に値する研究として高く評価された。 
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